
恐竜足跡化石から復元した恐竜の姿 
  

慶應義塾高等学校３年 スーパーサイエンスⅡ地球科学 

S.J・A.T・S.D・A.R 

概要 

韓国南部・固城郡の海岸で恐竜足跡化石の露出現場を観察した。足跡は三つ指のついたものも

あれば、丸太で押したようなものもあった。足跡の列を 7列、歩幅や足の大きさなどを計測した。

帰国後、神奈川県立生命の星・地球博物館にて恐竜骨格標本を計測させてもらい、足の大きさと

全長・脚長の関係を得た。これから、足跡をつけた恐竜の大きさがどれも 10m 程度であると推定

した。 

  

韓国での恐竜足跡計測 

平成17年3月 15日～17日の日程で、韓国へ科学研修旅行（仁

川科学高校・西大門自然史博物館・固城の恐竜足跡化石現場見

学）に行った。固城の恐竜足跡化石現場では、白亜紀の堆積岩

に明瞭に残された恐竜足跡化石を見学し、足の大きさや歩幅、

肩幅などの計測を行った。満潮に近く、いくつかの足跡が海水

に浸かっていたが、それでも７列の足跡について計測した。 

足跡は下の写真にあるように３つ指があるものが多いが、足

跡がまるくみえるものもあった。３つ指の足跡は右足と左足が

ほぼ一直線上に乗るようについていたが、丸い足跡は右と左が

それぞれの列をつくり２列の足跡となって見えていた。 

  

恐竜足跡化石の計測 



 

  

  

恐竜足跡化石を記録する 

  



  

指のはっきりした足跡化石（周囲はフジツボ） 

  

博物館での恐竜計測 

帰国した我々は、足跡からそれを残した恐竜本体の大きさを知りたいと思い、神奈川県小田原

市の神奈川県立生命の星・地球博物館を訪れた。ここで我々は大島光春主任学芸員の指導を受け

ながら、展示してある恐竜骨格標本の様々な部位を計測した。 

足跡は足の骨よりは大きく記されるはずである。大島さんより、博物館エントランスホールに

展示されているチンタオザウルス標本の足跡模型を見せてもらった。これより、足跡と骨格の大

きさの比較ができる。 

 

チンタオザウルスの足跡（左）と足の骨格比較 

  

足跡と骨格に関してはこれしか資料がないため、「足跡の大きさは骨格の足の大きさよりも

４％程度大きい。」とした。 

生命の星・地球博物館にはこのチンタオザウルスを含めて、４体の恐竜骨格標本が展示してあ

る。これらについて、それぞれの足の骨格の大きさに加え、脚の長さや背丈などさまざまなとこ

ろを測定した。４体の恐竜の種類は以下のとおりである。 

  



チンタオザウルス  白亜紀    エドモントサウルス  白亜紀 

（鳥盤目鳥脚類ハドロサウルス科）     （鳥盤目鳥脚類ハドロサウルス科） 

  

  

ディプロドクス  ジュラ紀（竜盤目竜脚類 ディプロドクス科） 

 

  

ティラノサウルス  白亜紀（竜盤目獣脚類 ティラノサウルス科） 

  

  

  

恐竜にしがみつくように測定する 

  

頭の高さや腰骨の高さを測ったが、これは骨格標本を組み立てるときに、どんなポーズをとら

せるかで大きく変わってくることがわかった。結局測った中では、足跡の大きさ（足の骨から推



測できる足跡の大きさ）、および脚をまっすぐにしたときの長さ、すなわち骨盤から足首までの

長さの合計を求め、相関をグラフにした。 

これに、韓国の恐竜足跡化石のデータを乗せて、恐竜の体長を求める。ただし体長は、前述の

イラストを利用する。すなわちこれと相似形の恐竜がいたとする。 

 

 

博物館で計測した恐竜骨格標本より、竜脚類は全長や脚長に対して足跡の大きさが小さいこと

がわかった。逆に獣脚類は全長や脚長に対して足跡の大きさが大きい。 

韓国で計測した足跡化石の「主」は、竜脚類のＣを除くと全て鳥足類であり、グラフより換算

すると、脚長がだいたい 1.25～1.5m、全長がだいたい 5m 前後の範囲に収まる。これに対しＣは

獣脚類で、これは足跡が相対的に小さいため、換算すると全長が 10ｍにもなる。ただそれでも博

物館に展示されていた骨格模型に比べると半分以下といえる。 

このように足跡化石から、それを残した恐竜の大きさや姿を類推することができた。 

 歩幅からも同様にしてデータを得てグラフ化しようと思ったが、骨格標本の歩幅もまた、組

み立てる際にある程度任意につくることができるため、類推の材料につかうことはできない。足

跡化石の歩幅も数～十数 cm の誤差を持ち、これは「ゆっくり移動するか急いで移動するか」の違

いが現れているものと推察される。 



  

まとめ 

韓国・固城の恐竜足跡化石は、多くが鳥脚類のものであるが、獣脚類の足跡もいくつか含まれ

る。この足跡を計測し、神奈川県立生命の星・地球博物館に展示されている恐竜骨格標本と比較

したところ、足跡を残した恐竜の体長は、鳥脚類のものは５ｍ前後であり、獣脚類のものは 10ｍ

程度であった。 
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